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合ご
う
し祀

う
け
も
ち
の
か
み

し
た
「
保
食
神
」
の
四

祭
神
を
祭
っ
て
い
ま
す
。

　
大
正
９
（
１
９
２
０
）
年
、

本
殿
が
改
修
さ
れ
る
と
、
大

嶽
稲
荷
講
社
（
信
者
に
よ
る

団
体
）が
結
成
さ
れ
る
な
ど
、

福
博
の
街
か
ら
多
く
の
人
の

尊
崇
を
集
め
る
神
社
と
な
り

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
昭
和
12

（
１
９
３
７
）
年
の
西
戸
崎

鉱
業
所
設
立
後
の
石
炭
採
掘

事
業
の
隆
盛
時
に
は
、
守
護

神
と
し
て
地
域
の
人
々
に
厚

く
信
仰
さ
れ
ま
し
た
。

　
改
修
後
１
０
０
年
が
経
過

し
、
老
朽
化
や
福
岡
県
西
方

沖
地
震
に
よ
る
損
傷
で
祭
典

に
支
障
を
来
す
よ
う
に
な
っ

た
た
め
、
昨
年
、
本
殿
が
建

て
替
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
う
っ
そ
う
と
し
た
木
々
に

囲
ま
れ
た
参
道
の
１
１
０
段

の
石
段
（
左
写
真
）
に
は
、

毎
年
ス
ポ
ー
ツ
選
手
が
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
に
訪
れ
、
福
岡

の
ア
ス
リ
ー
ト
の
聖
地
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
大
岳
バ
ス
停
近
く
の
小

高
い
山
の
上
に
、
志
賀
海

神
社
の
摂
社
の
一
つ
大
嶽

神
社
が
あ
り
ま
す
。
創
建

は
不
詳
で
す
が
、
も
と
も

と
こ
の
神
社
は
山
頂
の
大

岩
の
上
に
建
て
ら
れ
、
風

の
神
様
で
あ
る
「
志し

な

つ
那
津

比ひ

古
神
」
と
「
志

こ
の
か
み

し

な

つ

ひ

那
津
比

売め
の
か
み神

」、
神
功
皇
后
の
家おお

来
と
し
て
活
躍
し
た
「
大

浜は
ま
の
す
く
ね

宿
祢
」、
元
禄
年
間
に

京
都
伏
見
稲
荷
大
社
よ
り

加
藤　

徳
生

大お
お
た
け嶽

神
社

N

志賀中

西大岳
バス停

中道
海の

←至 志賀島

至 西戸崎 →

大岳
バス停

59

大嶽神社

現在の大嶽神社
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山
田
　
次
男

歴史
歩・歩・歩
さ ん ぽ

52

し
か
し
、
第
二
次
世
界
大
戦

中
は
軍
用
空
港
と
な
り
、
戦

後
は
ア
メ
リ
カ
軍
に
接
収
さ

れ
「
ブ
レ
デ
ィ
飛
行
場
」
の

名
称
で
運
輸
部
隊
の
飛
行
場

と
し
て
使
用
さ
れ
ま
す
。
そ

の
後
、
施
設
は
閉
鎖
さ
れ
、

昭
和

（
１
９
７
７
）
年
に

全
面
返
還
さ
れ
ま
し
た
。

　
過
去
の
面
影
を
残
す
も
の

は
ほ
と
ん
ど
無
く
な
り
ま
し

た
が
、
旧
正
門
が
あ
っ
た
と

さ
れ
る
付
近
に
「
建
設
の
石

　

ま
た
、
石
碑
近
く
に
は

ま

14

11

　

昭
和

（
１
９
３
６
）

年
、
糟
屋
郡
和
白
村
（
現

在
の
東
区
）の
雁
の
巣
に
、

当
時
日
本
最
大
規
模
の
民

間
国
際
空
港
「
福
岡
第
一

飛
行
場
（
雁
ノ
巣
飛
行

場
）」
が
開
港
し
ま
し
た
。

大
日
本
航
空
株
式
会
社
に

よ
っ
て
ア
ジ
ア
各
国
へ
の

路
線
が
運
行
さ
れ
、
日
本

の
交
通
産
業
の
要
衝
と
し

て
期
待
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

雁ノ巣
駅

建設の石碑/
球磨号

遭難者慰霊碑

福岡空港奈多
ヘリポート

JR香
椎線

中道
海の

海
の
中
道
大
橋

福岡地区水道企業団
海水淡水化センター

福岡航空交通管制部

59

雁の巣駅前

雁ノ巣レクリエーション
センター前

雁の巣
レクリエーション

センター

N

球磨号遭難者慰霊碑 建設の石碑

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
慰
霊
碑

は
、
昭
和

（
１
９
３
９
）

年
に
飛
行
場
で
発
生
し
た
、

プ
ロ
ペ
ラ
機
・
球
磨
号
離
陸

事
故
の
犠
牲
者
６
人
を
追
悼

す
る
も
の
で
す
。

　
現
在
、
飛
行
場
跡
地
に
は

雁
の
巣
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
や
福
岡
航
空
交
通

管
制
部
な
ど
の
施
設
が
整
備

さ
れ
て
い
ま
す
。

碑
」が
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

石
碑
に
は
「
白
砂
青
松
の
丘　

博
多
湾
に
面
し
た
る
雁
の
古

里
を
選
び
水
陸
兼
用
の
国
際

飛
行
場
を
建
設
し
た
」
と
書

か
れ
、
建
設
に
関
わ
っ
た

人
々
の
思
い
が
刻
ま
れ
て
い

ま
す
。

く
「
球
磨
号
遭
難
者
慰
霊
碑
」

福
岡
第
一
飛
行
場
の
﹁
建
設
の
石
碑
﹂

4
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す
。
高
さ
は
約
６
㍍
で
、
箱

崎
浦
（
現
在
の
箱
崎
一
・
二

丁
目
付
近
）
の
漁
師
が
漁
か

ら
戻
る
際
の
目
印
と
し
て
造

ら
れ
、
灯
台
の
役
割
を
果
た

15

し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

長
年
の
風
雨
に
よ
り
朽
ち
果

て
た
た
め
、明
治
（
1
8
8

2
）
年
に
現
在
地
に
移
し
、

43 上
部
を
石
造
り
に
し
ま
し

た
。
現
在
の
高
燈
籠
は
昭
和

（
1
9
6
8
）
年
に
さ
ら

に
修
築
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
明
治
の
初
め
頃
、
燈
籠
の

前
は
波
が
打
ち
寄
せ
る
浜

で
、
満
潮
時
に
は
台
座
を
波

が
洗
っ
て
い
ま
し
た
。
付
近

は
、
白
い
砂
と
青
々
と
し
た

松
が
美
し
い
海
岸
で
し
た

が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
埋
め

立
て
ら
れ
ま
し
た
。
明
治
の

   
終
わ
り
頃
に
は
、
海
水
浴
場

が
設
け
ら
れ
、
辰
野
金
吾
設

計
の
宿
泊
施
設
で
あ
る
抱
洋

閣
（
１
９
０
９
〜
１
９
３
１

年
）や
箱
崎
水
族
館（
１
９
１

０
〜
１
９
３
１
年
）
が
、
昭

和
に
な
っ
て
福
岡
水
族
館

（
１
９
５
７
〜
１
９
６
８
年
）

な
ど
が
で
き
、
多
く
の
人
が

訪
れ
ま
し
た
。
近
く
に
来
た

と
き
に
は
、
高
燈
籠
を
眺
め

な
が
ら
、
こ
の
辺
り
の
移
り

変
わ
り
に
思
い
を
は
せ
て
み

ま
せ
ん
か
。

　
国
道
３
号
か
ら
筥
崎
宮

に
向
か
う
参
道
の
入
り
口

に
石
垣
造
り
の
高
燈
籠
＝

写
真
＝
が
あ
り
ま
す
。
以

前
あ
っ
た
大
鳥
居
は
撤
去

さ
れ
、
高
燈
籠
が
筥
崎
宮

参
道
の
入
り
口
の
シ
ン
ボ

ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

14
高
燈
籠
は
江
戸
時
代
の

文
化

（
1
8
1
7
）
年

に
造
ら
れ
、
夜
に
は
漁
師

た
ち
が
当
番
制
で
火
を
と

も
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

奥
永　

茂
晴

3

東区役所

筥崎宮参道

福岡水族館が
あった辺り

抱洋閣・
箱崎水族館が
あった辺り

東浜公園

高燈籠

馬出４
交差点

N

筥
崎
宮
の
高
燈
籠

5
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15

ど
、
福
博
の
ま
ち
の
産
業
発

展
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
時
代
と
と
も
に

役
割
を
終
え
、
昭
和

年
に

は
香
椎
操
車
場
の
使
用
は
停

止
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
香
椎
副
都
心
土

地
区
画
整
理
事
業
に
よ
り
、

操
車
場
跡
地
の
中
心
部
に

は
、
平
成

（
２
０
０
３
）

年
に
J
Ｒ

千
早
駅

が
、
翌
年

に
西
鉄
千

早
駅
が
開

業
し
ま
し

た
。

35

　
昭
和

年
に
完
成

し
た
千
早

16

陸
橋
は
、
三
角
形
の
橋
桁
が

特
徴
的
な
約
５
０
０
㍍
の
陸

橋
で
し
た
。
千
早
と
若
宮
方

面
を
結
ぶ
生
活
に
欠
か
せ
な

い
陸
橋
で
し
た
が
、
同
区
画

整
理
事
業
に
伴
い
、
平
成

年
に
撤
去
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
千
早
中
央
公
園

（
千
早
四
丁
目
）
に
、
陸
橋

の
一
部
を
活
用
し
た
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
千
早
四
・
五
丁

目
に
は
多
く
の
高
層
マ
ン

シ
ョ
ン
が
立
ち
並
ん
で
い

ま
す
。
こ
こ
に
は
以
前
、

旧
国
鉄
の「
香
椎
操
車
場
」

が
あ
り
ま
し
た
。
操
車
場

と
は
、
主
に
車
両
の
入
れ

替
え
な
ど
を
行
う
停
車
場

の
こ
と
で
す
。
ま
た
、
同

操
車
場
を
横
断
す
る
形
で

「
千
早
陸
橋
」
が
架
か
っ

て
い
ま
し
た
。

17

　
香
椎
操
車
場
は
昭
和

（
１
９
４
２
）
年
に
、
博

34 多
臨
港
線
の
分
岐
点
と
し

て
、
香
椎
駅
西
部
待
避
線

の
名
称
で
開
設
し
、
昭
和

年
に
香
椎
操
車
場
に
改

称
さ
れ
ま
し
た
。
博
多
・

吉
塚
地
区
の
貨
物
取
り
扱

い
設
備
が
集
約
さ
れ
る
な

森
永　

徹

香
椎
操
車
場
と
千
早
陸
橋
の
跡

15 上
：
香
椎
操
車
場
跡
地（
Ｈ

６
年
）、右
：
千
早
陸
橋（
Ｈ

年
）。提
供
：
独
立
行
政

法
人
都
市
再
生
機
構

国
道
３
号

多々良川

千早陸橋

6

博
多
パ
イ
パ
ス
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弁
財
天
は
、
七
福
神
の
中
で

唯
一
の
女
神
で
、
財
宝
な
ど

の
徳
が
あ
る
神
と
し
て
信
仰

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
名
島
神
社
に
弁
財
天
が
祭

ら
れ
た
経
緯
は
諸
説
あ
り
ま

す
。『
名
島
旧
跡
記
』
に
は
、

市
杵
島
姫
命
が
、安
芸
国（
現

広
島
県
）
厳
島
神
社
に
弁
財

天
と
し
て
祭
ら
れ
た
こ
と
に

倣
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
ま

す
。

じ

　
ま
た
、
天
台
宗
慈か覚く

だ大い師し

円え
ん
に
ん仁

が
、
唐
か
ら
帰
国
す
る

際
、
弁
財
天
に
祈
願
し
無
事

帰
国
で
き
た
と
し
て
、
名
島

神
社
に
祭
っ
た
と
い
う
説
も

あ
り
ま
す
。

　
中
世
に
は
、
七
福
神
の
信

仰
が
盛
ん
に
な
り
、
名
島
神

社
は
仏
名
に
変
え
て
「
名
島

弁
財
天
社
」と
称
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
明
治
元

（
1
8
6
8
）
年
の
神
仏
分

そ

離
令
に
よ
り
、
名
島
弁
財
天

は
名
島
神
社
横
の
宋う
栄え

い寺じ

に

移
さ
れ
、
現
在
も
蓄
財
の
神

と
し
て
広
く
信
仰
さ
れ
て
い

ま
す
。

神
う

じ
ん
ぐ功

さ
皇
后
は
、
三
韓
に

遠
征
す
る
際
、
名
島
海
岸

か
ら
宗
像
三ん

じ女ょ
し神ん

へ
遠
征

の
無
事
平
穏
を
祈
願
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
無
事
に

帰
還
し
た
た
め
、
お
礼
と

し
て
そ
の
地
に
名
島
神
社

を
建
立
し
、
宗
像
三
女
神

を
祭
り
ま
し
た
。

い
　

宗
像
三
女
神
の
１
人
、

市
ち
き
し
ま
ひ
め

杵
島
姫
命
は
弁
財
天
と

同
一
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

安
部　

光
征

福
神
の
信
仰
「
名
島
弁
財
天
」

福
岡
都
市
高
速
1
号
香
椎
線

福
岡
都
市
高
速
1
号
香
椎
線

名島運動公園

市民プール

N

名島弁財天・
宋栄寺

名島神社

名島城址公園

名島出入口名島出入口

多々良川

宋栄寺境内には弁財天の使いとされ
る蛇が多く祭られている

琵琶を弾ずる弁財天
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で
あ
る
荒
雄
に
相
談
し
ま
し

た
。話
を
聞
い
た
荒
雄
は「
住

む
と
こ
ろ
は
異
に
す
る
も
、

長
年
同
じ
海
で
暮
ら
す
者
同

士
、
何
で
こ
の
頼
み
を
断
れ

よ
う
か
」
と
快
く
代
役
を
引

き
受
け
ま
し
た
。

荒
雄
は
、
対
馬
に
向
か
う

み

ね

ら

く

た
め
肥
前
松
浦
美
彌
良
久

（
現
在
の
五
島
福
江
島
三
井

楽
）
の
崎
を
出
発
し
ま
し
た

が
、
船
出
し
て
間
も
な
く
暴

風
雨
が
彼
を
襲
い
ま
し
た
。

必
死
で
船
を
操
る
荒
雄
で
し

た
が
、
力
尽
き
帰
ら
ぬ
人
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

志
賀
島
の
国
民
休
暇
村
駐

車
場
横
に
あ
る
万
葉
歌
碑
＝

写
真
＝
に
は
、「
大
船
に
小

舟
引
き
そ
へ
か
づ
く
と
も
志

賀
の
荒
雄
に
か
づ
き
あ
は
め

や
も
」と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

詠
み
人
は
大
宰
府
長
官
の

山や
ま
の
う
え
の
お
く
ら

上
憶
良
で
、「
大
船
に
小

船
を
加
え
て
多
く
の
人
々
が

海
に
潜
っ
た
と
し
て
も
、
志

賀
の
荒
雄
に
会
え
る
だ
ろ
う

か
、
い
や
、
会
え
は
し
な
い
」

と
い
う
意
味
で
す
。

荒
雄
を
失
っ
た
妻
子
を
は

じ
め
、
残
さ
れ
た
人
々
の
心

の
葛
藤
や
悲
し
み
を
今
に
伝

え
て
い
ま
す
。

じ
ん
き亀

奈
良
時
代
前
期
の
神

（
７
２
４
〜
７
２
９
年
）

の
頃
、
九
州
を
統
括
し
て

い
た
大
宰
府
は
、
対
馬
に

む
な
か
た
こ
お
り

食
料
を
送
る
た
め
、宗
像
郡

の
白
水
郎
（
漁
師
）
で
あ

つ

ま

ろ

か
じ

る
津
麻
呂
に
、
船
の
舵
と

り
を
命
じ
ま
し
た
。

し
か
し
、
津
麻
呂
は
す

で
に
年
老
い
て
、
対
馬
ま

で
荒
波
を
渡
っ
て
行
く
だ

け
の
自
信
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
思
い
悩
ん
だ
津

麻
呂
は
、
志
賀
の
白
水
郎

勝馬
小学校

休暇村
志賀島

万葉歌碑

金印海道

542

N

志
賀
の
白は

く
す
い
ろ
う

水
郎「
荒
雄
」物
語

古
賀　

偉
郎

志賀島志賀島志賀島志賀
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き
う
ょ
ぎ

基

教
を
布
教
し
た
僧
侶
・
行

が
造
っ
た
と
も
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
薬
師
堂
の
傍
ら
に
は
、
長

さ
1
2
0
㌢
程
の
「
一
字
一

石
塔
」
＝
左
写
真
＝
が
横
た

わ
っ
て
い
ま
す
。表
に
は「
奉

納
　
大
乗
一
字
一
石
　
安
永

三
甲
午
年
八
月
吉
祥
日
」、

裏
に
は
「
法
名
　
還
山
自
休

居
士
謹
拝
干
寫
　
俗
名
　
当

村
住
　
安
河
内
孫
右
衛
門
」

と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
安
永
３
（
1
7
7
4
）
年

に
造
ら
れ
た
こ
の
石
塔
の
作

者
は
不
明
で
す
が
、
庄
屋
の

孫
右
衛
門
が
亡
く
な
る
前

に
、
大
乗
経
の
経
文
を
一
字

一
字
、
墨
書
き
し
な
が
ら
村

民
の
安
全
と
無
病
を
祈
っ
た

こ
と
を
伝
え
る
も
の
だ
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
和
白
地
区
に
は
、
こ
の
よ

う
な
お
堂
や
石
碑
が
今
も
多

く
残
っ
て
い
ま
す
。
一
度
散

策
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

し

い

　
旧
上
和
白
村
（
現
在
の

和
白
東
）
に
湯
谷
山
薬
師

堂
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
薬
師
堂
は
、
昔
、

和
白
の
人
々
が
神
様
に
捧

げ
る
お
汐お

井
を
取
り
に

通
っ
た
道
「
お
汐
井
路
」

か
ら
少
し
林
に
入
っ
た
と

こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

　
薬
師
堂
の
ご
本
尊
の
薬

師
如
来
は
、
飛
鳥
時
代
か

ら
奈
良
時
代
に
か
け
て
仏

湯ゆ

谷た

山
に
や
ま

薬
師
堂
境
内

薬師堂

N

市営住宅市営住宅
高美ケ丘団地高美ケ丘団地

白川恵比寿神社
お汐井路お汐井路

和白東公民館和白東公民館
高美台
２丁目
交差点

59

薬師堂（右）と地蔵堂（左）

9

入口入口

栁
瀬
　
英
昭
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35

37
多
出
身
の
木
彫
家
・
山
崎

ち
ょ
う
う
ん

朝
雲
が
、明
治
（
1
9
0
2
）

年
に
製
作
し
た
も
の
で
、
東

公
園
（
博
多
区
）
内
に
あ
る

同
上
皇
の
銅
像
の
原
型
に
な

り
ま
し
た
。

　
明
治
時
代
、
全
国
各
地
で

銅
像
が
建
立
さ
れ
ま
し
た

が
、
原
型
像
は
銅
像
の
完
成

後
に
破
棄
さ
れ
る
こ
と
が
多

く
、
現
存
し
て
い
る
例
は
ほ

と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

　
亀
山
上
皇
の
尊
像
も
、
明

治

年
に
銅
像
が
完
成
し
た

後
、
一
時
行
方
が
分
か
ら
な

く
な
り
ま
し
た
が
、そ
の
後
、

20

21

2310

読
売
新
聞
社
が
取
得
し
、
東

京
の
「
よ
み
う
り
ラ
ン
ド
」

で
公
開
し
て
い
ま
し
た
。

　
平
成
（
2
0
0
8
）
年
、

尊
像
は
、
上
皇
に
ゆ
か
り
の

深
い
筥
崎
宮
に
同
社
か
ら
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。
九
州
国
立

博
物
館
（
太
宰
府
市
）
で
修

復
さ
れ
、
平
成

年
に
県
の

文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し

た
。
平
成

年
に
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
の
寄
付
に
よ

り
、
筥
崎
宮
の
境
内
に
奉
安

殿
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
尊

像
は
、
奉
安
殿
内
に
安
置
さ

れ
、
同
年

月
か
ら
一
般
に

公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
筥
崎
宮
境
内
に
は
、
元
寇

由
来
の
施
設
が
他
に
も
あ
り

ま
す
。
一
度
訪
れ
て
み
て
は

い
か
が
で
す
か
。

90

　
第

代
の
天
皇
・
亀
山

上
皇
は
、
鎌
倉
時
代
中
期

の
元
寇
の
際
に
、
敵
国
の

降
伏
と
博
多
の
街
の
安
寧

を
全
国
の
社
寺
に
祈
願
し

ま
し
た
。

　
筥
崎
宮
の
楼
門
付
近
に

あ
る
奉
安
殿
に
、
亀
山
上

皇
の
木
彫
り
の
尊
像
＝
左

下
写
真
＝
が
安
置
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
尊
像
は
、

高
さ
約
６
㍍
、
重
さ
約
１

㌧
の
ヒ
ノ
キ
製
で
す
。
博

奥
永　

茂
晴

木
造
亀
山
上
皇
尊
像
奉ほ

う
あ
ん
で
ん

安
殿

境内にある奉安殿
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が
あ
り
ま
す
。
石
の
表
に
は

「
右
い
の
大
神
宮
」、
裏
に

は
「
再
建
嘉
永
七
年
」
と

刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
「
大
神
宮
」
は
、
こ
こ
か

ら
北
東
へ
約
８
㌔
㍍
の
所
に

伊い

野の

天て

照
皇
大
神
宮

ん
し
ょ
う
こ
う
た
い
じ
ん
ぐ
う

あ
る

（
久
山
町
）
の
こ
と
を
指
し

ま
す
。
伊
野
天
照
皇
大
神
宮

は
、
古
く
か
ら
「
九
州
の
伊

勢
」
と
も
呼
ば
れ
、
神
殿
や

建
物
の
配
置
も
伊
勢
神
宮
を

模
し
て
築
造
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
筑
前
福
岡
藩
第
六
代
藩
主

の
黒
田
継
高
が
、
福
博
の

人
々
が
大
神
宮
に
参
拝
す
る

た
め
の
新
し
い
道
を
整
備
し

ま
し
た
。
こ
の
道
は
、
箱
崎

か
ら
多
々
良
川
を
渡
り
、
土

井
を
経
由
し
大
神
宮
へ
続
き

ま
す
。
道
中
の
案
内
と
し
て

同
様
の
道
し
る
べ
が
多
々
良

小
学
校
前
に
も
残
っ
て
い
ま

す
。

　
北
九
州
を
起
点
に
博
多

を
経
由
し
て
佐
賀
県
唐
津

市
に
至
る
道
を
、
唐
津
街

道
と
い
い
ま
す
。
九
州
の

主
要
な
交
通
路
と
し
て
江

戸
時
代
に
整
備
さ
れ
、
福

岡
藩
や
唐
津
藩
の
参
勤
交

代
な
ど
に
利
用
さ
れ
ま
し

た
。

　
多
の
津
三
丁
目
の
旧
唐

津
街
道
沿
い
に
は
、
街
道

の
分
岐
点
に
道
し
る
べ
と

し
て
置
か
れ
た「
追
分
石
」

森
永　

徹

多
の
津
三
丁
目
の
「
追お

い
わ
け
い
し

分
石
」

多々良小学校前の
道しるべ 伊野天照皇大神宮（久山町）

多の津三丁目の追分石

福岡
直方
線

福岡
直方
線

流通流通
セセンターンター
通り通り

福岡都市高速４号粕屋線
福岡都市高速４号粕屋線

多々良川
多々良川

百
年
橋
通
り

百
年
橋
通
り

浜田
交差点

松島
交差点

多の津三丁目
の追分石

504

3

N
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に
は
戦
時
中
、
高
射
砲
陣
地

が
あ
り
、
敵
の
戦
闘
機
か
ら

名
島
橋
、
名
島
火
力
発
電
所

等
を
守
っ
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
さ
ら
に
歩
い
て
い
く
と
、

「
い
に
し
へ
は
　
こ
こ
に
鋳

物
師
の
　
跡
と
め
て
　
今
も

ふ
み
み
る
　
た
た
ら
潟
か
な
」

と
刻
ま
れ
た
歌
碑
が
あ
り
ま

す
＝
左
写
真
。
こ
の
歌
は
、

戦
国
時
代
の
知
識
人
で
あ

り
、
豊
臣
秀
吉
の
家
臣
で
も

あ
っ
た
細
川
幽
斉
が
詠
ん
だ

歌
で
す
。
秀
吉
の
九
州
遠
征

の
陣
中
見
舞
い
に
、
多
々
良

潟
を
訪
れ
た
際
、
川
沿
い
に

あ
る
渡
来
人
の
鉄
器
工
房

や
、
京
都
の
名
寺
の
鐘
が
こ

の
辺
り
で
作
ら
れ
た
こ
と
な

ど
に
思
い
を
寄
せ
て
詠
ん
だ

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
上
流
に
向
か
う

と
、
左
に
松
崎
の
配
水
タ
ン

ク
が
見
え
て
き
ま
す
。
こ
の

じ
ん
の
こ
し

場
所
は
「
陣
の
越
」
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
南
北
朝
の
時

代
に
、
足
利
尊
氏
が
こ
こ
に

陣
を
敷
き
、
多
々
良
浜
の
戦

い
で
劣
勢
を
跳
ね
返
し
勝
利

し
ま
し
た
。
こ
の
勝
利
を

き
っ
か
け
に
、
京
都
に
進
軍

し
、
室
町
幕
府
を
開
い
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
遊
歩
道
を
散
歩
し
な
が

ら
、
郷
土
の
歴
史
に
思
い
を

は
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
多
々
良
川
に
架
か
る
名

場
道
」

わ
た
し
ば

み
ち

島
橋
近
く
に
「
渡

の
看
板
が
あ
り
ま
す
。

ば

　
昭
和
初
期
頃
ま
で
、
箱

崎
と
名
島
の
間
を
渡
し
舟

が
通
っ
て
お
り
、
名
島
橋

わ
た
し

の
た
も
と
が
「
渡
場
」
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
渡
場
が
あ
っ
た
辺
り
か

ら
遊
歩
道
を
上
流
へ
歩
い

て
い
く
と
、
左
に
高
台
が

見
え
て
き
ま
す
。
こ
の
地

平
山
　
勲

多
々
良
川
河
畔
遊
歩
道
の
歴
史
旧
跡
巡
り

名
島
駅 名島小

多々良川
名
島
橋

J
R
鹿
児
島
本
線

J
R
鹿
児
島
本
線

細川幽斎の歌碑

松崎配水場

高台辺り

「渡場」があった辺り
多々良川河畔遊歩道

3

3
名
島
橋
東

交
差
点

N

真
州
崎
大
橋

真
州
崎
大
橋
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呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
こ

で
は
、
水
上
偵
察
機
の
実
用

訓
練
を
行
い
、
修
了
す
る
と

実
空
戦
部
隊
に
配
置
さ
れ
ま

し
た
。

20

　
終
戦
直
前
の
昭
和

（
1
9
4
5
）
年
に
は
、
特

攻
隊
が
編
成
さ
れ
、
こ
の
地

を
基
地
と
し
、
多
く
の
兵
士

が
熊
本
県
や
鹿
児
島
県
か
ら

出
撃
し
ま
し
た
。
ま
た
、
水

上
機
部
隊
は
沖
縄
へ
の
迎
撃

作
戦
に
も
出
撃
し
た
と
、
石

碑
の
裏
面
に
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
戦
後
、
跡
地
に
は
米
軍

が
駐
在
し
「
キ
ャ
ン
プ
ハ
カ

タ
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

現
在
、
こ
の
一
帯
は
、
国

営
海
の
中
道
海
浜
公
園
の
ほ

か
、
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
、
水

族
館
な
ど
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
か
つ
て
の
光
景
と
は
大

き
く
異
な
り
ま
す
が
、
水
上

機
の
揚
離
陸
用
の「
す
べ
り
」

と
呼
ば
れ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト

製
の
斜
路
な
ど
、
当
時
の
面

影
が
残
っ
て
い
ま
す
。
現
地

を
訪
れ
、
平
和
に
つ
い
て
改

め
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
国
営
海
の
中
道
海
浜
公

園
管
理
セ
ン
タ
ー
の
横
に

「
博
多
海
軍
航
空
隊
之
跡
」

と
刻
ま
れ
た
石
碑
が
建
っ

て
い
ま
す
＝
左
下
写
真
。

　
昭
和
初
期
頃
、
旧
日
本

15
海
軍
は
各
地
に
練
習
航
空

隊
を
開
設
し
ま
し
た
。
昭

和

（
1
9
4
0
）
年
、

西
戸
崎
に
も
水
上
機
の
練

習
航
空
隊
が
設
置
さ
れ
、

「
博
多
海
軍
航
空
隊
」
と

加
藤
　
徳
生

西
戸
崎
の
「
博
多
海
軍
航
空
隊
跡
」

海浜公園南
交差点

N

JR海ノ中道駅

海の中道海浜公園

JR西戸崎駅

博多海軍
航空隊跡の石碑

志賀中志賀中

ママリンワールドリンワールド

西戸崎南公園西戸崎南公園

JR香椎線JR香椎線
海の
中道

海の
中道

59

海に向かって伸びる「すべり」



県
に
寄
付
を
し
ま
し
た
。
そ

の
寄
付
金
に
よ
り
、
瓦
葺
き

の
立
派
な
校
舎
が
建
て
ら
れ
、

地
元
で
は
永
く「
鯨
学
校
」の

愛
称
で
呼
ば
れ
ま
し
た
。

　
奈
多
自
治
会
は
、
こ
れ
を

後
世
に
伝
え
よ
う
と
、
令
和

２
年
に
石
碑
を
建
立
し
ま
し

た
。
石
碑
に
は
、
鯨
学
校
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
理

由
や
、
建
設
当
時
に
県
か
ら

贈
ら
れ
た
感
謝
状
の
原
文
が

刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
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り
、
新
校
舎
建
設
を
し
よ
う

と
し
ま
し
た
が
、
資
金
不
足

で
難
航
し
て
い
ま
し
た
。

　
資
金
確
保
に
目
途
が
立
た

ず
に
い
た
明
治

（
１
８
８

１
）
年
、
奈
多
沖
に
突
然
ク

ジ
ラ
が
現
れ
ま
す
。

　
地
元
の
漁
師
た
ち
は
、
苦

労
の
末
、
暴
れ
る
ク
ジ
ラ
を

捕
獲
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

そ
の
ク
ジ
ラ
の
肉
を
売
っ
て

出
た
利
益
を
、
新
校
舎
建
設

に
充
て
て
も
ら
う
た
め
福
岡

　
奈
多
地
蔵
堂
（
奈
多
二

丁
目
）
の
隣
に
、「
鯨
学

校
跡
地
」
と
刻
ま
れ
た
石

碑
が
あ
り
ま
す
。

　

明
治
６
（
1
8
7
3
）

年
に
創
立
さ
れ
た
奈
多
小

学
校
（
現
在
の
和
白
小
学

校
）
は
、
開
校
当
時
、
校

舎
が
無
く
、
寺
の
本
堂
を

借
り
て
授
業
が
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
本

堂
の
傷
み
が
ひ
ど
く
な

鯨
学
校
跡
地
の
碑

和白中学校

和白小学校

奈多公民館 JR香椎
線

鯨学校跡地の石碑
/奈多地蔵堂

西鉄貝塚線

海の中道

N

59

JR雁ノ
巣駅 JR奈

多駅

奈多松原

石碑の横に立つ奈多地蔵堂

県からは感謝状のほか、銀盃が
贈られたと記されています

14

山
田
　
次
男
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こ
の
碇
石
は
、
昭
和

（
1
9
4
0
）
年
、
博
多
湾

ぎ

沖
か
ら
出
土
し
ま
し
た
。
長

さ
1
7
2
㎝
、
推
定
重
量

2
5
0
㎏
の
凝ょ

う灰か
い質し
つ砂さ
が岩ん

製

で
、
中
央
部
が
最
も
広
く
、

両
端
が
や
や
狭
く
な
っ
て
い

ま
す
。
船
を
静
止
す
る
た
め

の
木
製
の
碇
を
海
底
に
沈
め

る
重
し
の
役
目
を
果
た
し
て

い
ま
し
た
。

　
こ
の
碇
石
の
後
方
に
、
元

の
侵
略
か
ら
日
本
を
守
る
た

め
築
か
れ
た
元
寇
防
塁
を
再

現
し
た
石
垣
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
元
寇
防
塁
の
石

で
造
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
西

南
学
院
高
校
（
早
良
区
百
道

浜
一
丁
目
）
裏
に
築
か
れ
て

い
た
も
の
で
す
。

　

同
校
裏
の
元
寇
防
塁
は
、

平
成
元
年
の
ア
ジ
ア
太
平
洋

博
覧
会
福
岡（
よ
か
ト
ピ
ア
）

の
パ
ビ
リ
オ
ン
建
設
の
た

め
、取
り
払
わ
れ
ま
し
た
が
、

後
日
、
同
校
出
身
の
筥
崎
宮

宮
司
が
「
貴
重
な
歴
史
を
留

め
た
い
」
と
譲
り
受
け
ま
し

た
。

　

近
く
に
寄
ら
れ
た
際
に

は
、
碇
石
や
防
塁
を
見
な
が

ら
、
当
時
に
思
い
を
は
せ
て

み
ま
せ
ん
か
。

　
筥
崎
宮
の
本
殿
近
く
の

一
の
鳥
居
を
く
ぐ
る
と
右

手
に
、
鎌
倉
時
代
、
二
度

に
わ
た
っ
て
日
本
が
元

（
モ
ン
ゴ
ル
）
に
襲
来
を

受
け
た
元
寇
ゆ
か
り
の
史

跡
「
碇
石
」
が
あ
り
ま
す
。

　
元
の
軍
船
に
使
用
さ
れ

て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
も
の
で
、
県
の
指
定
有

形
文
化
財
で
す
。

碇
石
と
元
寇
防
塁

碇石（手前）と元寇防塁の再現（奥）

碇と碇石の模式図

碇石

奥
永　

茂
晴

い
か
り
い
し
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35

10 ら
昼
夜
を
問
わ
ず
黒
煙
が
上

が
り
、
国
力
を
象
徴
し
て
い

ま
し
た
が
、
老
朽
化
に
よ
り

昭
和

（
１
９
６
０
）
年
に

廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

　
石
炭
を
発
電
所
に
運
ぶ
船

は
ダ
ン
べ
（
団
平
）
船
と
呼

ば
れ
て
い
ま
し
た
。
名
島
火

力
発
電
所
で
使
用
さ
れ
て
い

た
も
の
は
、
幅
５
㍍
・
長
さ

㍍
・
高
さ
５
㍍
ほ
ど
の
大

き
さ
で
、
前
後
に
２
㍍
の
甲

板
が
あ
り
、
後
部
に
は
畳
１

帖
程
度
の
木
の
舵
が
付
い
て

い
ま
し
た
。

　
地
元
で
は
、
こ
の
船
の
船

溜
ま
り
を
「
ダ
ン
べ
」
と
呼

ん
で
い
ま
し
た
。
ダ
ン
べ
か

ら
名
島
城
の
内
堀
町
へ
抜
け

る
水
路
が
あ
り
、
こ
こ
は
発

電
所
の
用
水
池
と
し
て
利
用

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
水

路
の
名
島
海
岸
（
黒
崎
浦
）

に
架
け
て
あ
っ
た
橋
が
ダ
ン

べ
弁
天
橋
で
す
。
現
在
、
水

路
は
埋
め
立
て
ら
れ
、
ダ
ン

べ
船
や
ダ
ン
べ
弁
天
橋
を
見

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

名
島
一
丁
目
＝
地
図
＝
の
道

は
「
ダ
ン
べ
弁
天
橋
通
り
」

と
名
付
け
ら
れ
る
な
ど
今
も

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

61
　

大
正
９
（
１
９
２
０
）

年
、
東
洋
一
と
呼
ば
れ
た

名
島
火
力
発
電
所
が
稼
働

を
始
め
ま
し
た
。
火
力
発

電
所
の
候
補
地
が
検
討
さ

れ
る
中
、
名
島
に
決
ま
っ

た
理
由
は
、
西
戸
崎
、
姪

浜
炭
鉱
に
近
く
、
燃
料
で

あ
る
石
炭
を
鉄
道
や
船
舶

で
運
ぶ
の
に
便
利
な
場
所

で
あ
っ
た
か
ら
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
当
時
は
、
高

さ

㍍
の
大
煙
突
４
本
か

発電所
通り

N 名島神社名島神社

名島西公園名島西公園

名島名島
運動公園運動公園

香
椎
箱
崎
浜
線

香
椎
箱
崎
浜
線

福
岡
都
市
高
速

福
岡
都
市
高
速

ダンべ弁天橋通り

名島運動公園名島運動公園

名島火力発電所跡の碑

安
部　

光
征

ダ
ン
べ
船
と
ダ
ン
ベ
弁
天
橋

名島出入口名島出入口
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た

尾お 天
皇
・
神
功
皇
后
の
重
臣
で

あ
る
、
武け

う内ち
の宿す
く禰ね

が
祭
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
宿
禰
は
、
香
椎
宮
近
く
の

不
老
水
か
ら
湧
き
出
る
水
を

飲
み
、
３
０
０
歳
の
長
寿
を

全
う
し
た
と
い
わ
れ
、
長
寿

の
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い

ま
す
。
香
椎
宮
内
に
は
、「
応

神
天
皇
を
抱
い
た
武
内
宿
禰

像
」
＝
左
写
真
＝
も
あ
り
ま

す
。

　
ま
た
、
本
殿
右
に
は
、
勝

負
運
向
上
・
武
芸
上
達
の
ごまき

利
益
が
あ
る
と
さ
れ
る
「
巻

神
社
」
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
こ
に
は
、
仲
哀
天
皇
・

神
功
皇
后
に
仕
え
た
中な

か
と
み
の臣

烏い
か
つ
お
お
む
ら
じ
の
み
こ
と

賊
津
大
連
命
が
祭
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
烏
賊
津
は
、
神
功
皇
后
の

神
事
を
つ
か
さ
ど
っ
た
重
臣

で
、
武
芸
に
優
れ
、
宮
司
家

の
一
つ
で
あ
る
三
苫
家
の
祖

先
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

香
椎
宮
を
訪
れ
た
際
に

は
、
本
殿
を
守
る
よ
う
に
建

つ
二
つ
の
摂
社
に
も
ぜ
ひ
注

目
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

香
椎
宮
本
殿
の
両
脇

に
、
二
つ
の
摂
社
が
あ
り

ま
す
。
摂
社
と
は
、
神
社

の
本
社
の
神
と
関
係
が
深

い
神
を
祭
る
神
社
の
こ
と

で
す
。

　
本
殿
左
に
は
、
健
康
長

寿
・
病
気
平
癒
・
知
恵
向

上
・
学
業
成
就
の
ご
利
益

が
あ
る
と
さ
れ
る
、「
武

内
神
社
」
が
あ
り
ま
す
＝

左
写
真
。

　
武
内
神
社
に
は
、
仲
哀

切妻造・平入りの社殿が特徴の
巻尾神社

武
内
神
社
と
巻
尾
神
社

森
本　

啓
三
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志し
か
う
み

　

賀
海
神
社
の
境
内
に
あ

る
摂
社
の
『
今
宮
神
社
』
に

さ
く
の
み
こ
と

あ
ず
み
い
そ
ら

は
、
拆
命
の
他
、
安
曇
磯
良

丸ま

も
祭
ら
れ
て
い
ま
す
。
磯

る

い
そ

良ら
ま
る丸

は
干
潮
や
満
潮
を
自
由

自
在
に
操
る
こ
と
が
で
き
る

せ
ん

ゅ

ん

ゅ

霊
力
を
持
つ
千
珠じ

萬ま

珠じ

を
龍

じ
ん

う

宮
か
ら
授
与
さ
れ
、
神
功ぐ

皇11

后
の
三
韓
出
兵
に
貢
献
し
て

い
ま
す
。

　
志
賀
海
神
社
で
４
月
と

月
に
開
催
さ
れ
る
「
山
ほ
め

祭
」
は
、
五
穀
豊
穣
と
豊
漁

を
祈
念
す
る
祭
り
で
、
県
の

無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
同
神
社
本
殿
で
の
祭
典
の

後
、
今
宮
神
社
で
も
ほ
の
暗

い
社
殿
の
な
か
で
白
装
束
の

巫
女
が
立
ち
並
ん
で
行
わ
れ

る
祭
事
の
様
子
は
、
と
り
わ

け
幻
想
的
で
す
。

　

志
賀
島
を
訪
れ
た
際
に

は
、
今
宮
神
社
を
訪
ね
、
同

神
社
に
か
か
わ
る
歴
史
に
思

い
を
は
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。

志賀島
小学校

蒙古塚 海水浴場

金
印
海
道

金印公園

潮見公園

火焔塚

～志賀島～～志賀島～～志賀島～～志賀島～

今宮神社

志賀海神社

N
　
「
あ
ず
み
族
」は
、古
代
、

漁
業
や
水
運
、
航
海
な
ど

に
優
れ
た
技
術
を
有
す
る

海
洋
民
族
で
、
古
代
志
賀

島
を
拠
点
に
、
日
本
全
国

に
進
出
し
、
そ
の
名
を
各

地
に
残
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
祖
神
は
、
古
事
記

に
よ
る
と
、
海
洋
の
神
で

わ
た
つ
み
さ
ん
し
ん

あ
る
綿
津
見
三
津
と
、
そ

う
つ
し
ひ
か
な
さ
く
の
み
こ
と

の
子
・
宇
都
志
日
金
拆
命

で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

今宮神社

今宮神社の山ほめ祭

「
あ
ず
み
族
」
の
ル
ー
ツ
『
今
宮
神
社
』
城
戸
　
重
臣
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化
な
ど
で
本
来
の
形
が
失
わ

れ
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
雁
の

巣
の
砂
嘴
は
「
雁
の
巣
鼻
」

＝
写
真
＝
と
呼
ば
れ
、
小
さ

い
な
が
ら
も
、
自
然
の
ま
ま

の
砂
嘴
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
平
成
６
（
１
９
９
４
）
年

以
降
、
雁
の
巣
向
か
い
の
和

白
沖
で
ア
イ
ラ
ン
ド
シ
テ
ィ

の
ま
ち
づ
く
り
が
始
ま
り
、

14

ま
た
、平
成

（
２
０
０
２
）

年
に
「
海
の
中
道
大
橋
」
も

整
備
さ
れ
ま
し
た
。
雁
の
巣

鼻
は
、
現
在
ま
で
そ
の
形
が

保
た
れ
て
お
り
、
堆
積
し
た

砂
地
に
自
生
し
た
植
物
が
根

付
き
、
野
鳥
が
羽
を
休
め
る

場
所
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
と
と
も

に
、
豊
か
な
自
然
も
楽
し
め

る
空
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

さ

す
り

　
砂
嘴
と
は
、
潮
の
流
れ

に
よ
っ
て
、
海
岸
の
岬
の

先
端
な
ど
に
堆
積
し
た
土

砂
が
鳥
の
く
ち
ば
し
の
よ

う
な
形
で
海
に
突
き
出
し

た
地
形
の
こ
と
で
す
。
そ

の
砂
嘴
が
対
岸
や
付
近
ま

で
伸
び
た
地
形
を
砂
州
と

呼
び
ま
す
。海
の
中
道
は
、

志
賀
島
と
本
土
を
繋
ぐ
陸く

繋け
い
さ
す

10

砂
州
で
長
さ
約

㎞
、

最
大
幅
約
２
㎞
の
巨
大
な

砂
州
で
す
。
先
端
は
満
潮

時
で
も
通
行
で
き
る
よ
う

に
、
志
賀
島
と
橋
で
結
ば

れ
て
い
ま
す
。

　
博
多
湾
（
内
海
）
側
の

大
岳
か
ら
西
戸
崎
、
雁
の

巣
の
４
カ
所
で
砂
嘴
が
見

ら
れ
ま
す
。
大
岳
か
ら
西

戸
崎
の
砂
嘴
は
環
境
の
変

N

西戸崎の砂嘴

雁の巣鼻

アアイイラランドンドシシテティィ

玄界灘玄界灘

59

現在は長さ約230㍍、最大幅約90㍍あります

志賀島志賀島

海の中道海の中道

山
田　

次
男

さ

し

小
さ
な
砂
嘴
の
﹁
雁
の
巣
鼻
﹂



歴史
歩・歩・歩
さ ん ぽ

20

長
塚
節た

か
し
の
歌
碑

44

　
そ
の
後
、
正
岡
子
規
の
門

下
生
と
し
て
短
歌
を
学
び
、

短
歌
雑
誌
﹃
ア
ラ
ラ
ギ
﹄
の

創
刊
に
携
わ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
彼
が
執
筆
し
た
長
編
小

説
﹃
土
﹄
に
は
、
農
民
の
生

活
が
描
か
れ
、
こ
れ
は
農
民

文
学
を
確
立
し
た
作
品
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
執
筆
活
動
に
励
ん
で
い
ま

し
た
が
、
明
治

（
１
９
１

１
）
年
に
喉
頭
結
核
を
患
い

ま
し
た
。
夏
目
漱
石
の
紹
介

を
受
け
節
は
、
九
州
大
学
病

院
の
名
医
・
久
保
猪
之
吉
の

治
療
を
受
け
る
た
め
に
九
州

に
や
っ
て
き
ま
す
。

入
院
中
も
制
作
を
続
け
、

は

　
発
表
さ
れ
た
﹃
鍼り

の
如
く
﹄

に
は
「
し
ろ
が
ね
の
は
り
う

つ
ご
と
き
き
り
ぎ
り
す
い

12
　
長
塚
節
は
＝
写
真
、
明

治

（
１
８
７
９
）
年
に

茨
城
県
岡
田
郡
国
生
村

（
現
在
は
常
総
市
国
生
）
に

生
ま
れ
ま
し
た
。
当
時
の

長
塚
家
は
、
多
数
の
水
田

や
畑
を
保
有
し
、
農
業
経

営
を
営
む
豪
農
で
し
た
。

　
節
は
、
茨
城
尋
常
中
学

３
年
生
の
頃
か
ら
不
眠
症

に
悩
ま
さ
れ
、
退
学
し
、

故
郷
に
帰
っ
て
自
然
に
親

し
み
な
が
ら
作
歌
や
旅
を

し
て
健
康
回
復
に
努
め
ま

し
た
。

高さ約１㍍あります

常
総
市
教
育
委
員
会
蔵

奥
永　

茂
晴

た

33

く
夜
を
へ
な
ば
涼
し
か
る
ら

む
」
と
い
う
歌
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
歌
は
入
院
中
の
夏
の
暑
さ

や
寝
苦
し
さ
と
生
へ
の
回
帰
を

詠
ん
だ
も
の
で
す
。

　

懸
命
な
治
療
を
続
け
ま
し

が
、
節
は
　
歳
と
い
う
若
さ
で

亡
く
な
り
ま
し
た
。
彼
を
し
の

ん
で
、
病
院
の
歌
愛
好
家
に

よ
っ
て
昭
和
　
（
１
９
５
８
）

年
に
こ
の
歌
を
記
し
た
歌
碑
が

九
州
大
学
医
学
部
（
馬
出
三
丁

目
）
構
内
に
建
て
ら
れ
て
い
ま

す
。

37
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54
　
馬
出
三
・
四
丁
目
に
広
が

る
「
馬
出
緑
地
」
は
、
昭
和

（
１
９
７
９
）
年
に
全
線

廃
止
さ
れ
た
路
面
電
車
「、
福

岡
市
内
線
」
の
廃
線
路
を
利

用
し
て
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　
緑
地
内
を
通
る
５
３
６
㍍

の
緑
道
の
端
に
、
複
数
の
小

さ
な
石
柱
が
立
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
石
柱
は
、
福
岡
市
内
線

の
敷
地
の
境
界
を
表
し
た
も

の
で
す
。
石
柱
に
は
、
同
路

線
を
運
行
し
て
い
た
西
日
本

鉄
道
株
式
会
社
（
西
鉄
）
の

当
時
の
社
章
が
刻
ま
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
馬
出
に

は
福
岡
市
内
線
が
通
っ
て
い

た
痕
跡
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
馬
出
二
丁
目
に
あ
る
「
馬

出
通
り
」
バ
ス
停
の
乗
降
所

は
、
一
部
が
石
畳
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
こ
は
、
か
つ
て

同
路
線
の
停
留
所
（
電
停
）

と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

付
近
の
道
路
に
は
、
同
じ
く

敷
地
の
境
界
を
示
す
西
鉄
の

社
章
が
埋
め
込
ま
れ
た
も
の

が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
当
時
、
市
民
の
貴
重
な
交

通
手
段
と
し
て
福
岡
市
内
を

走
っ
た
路
面
電
車
、「
福
岡

市
内
線
」。
そ
の
面
影
を
探

し
な
が
ら
、
馬
出
の
町
を
散

策
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

筥崎宮筥崎宮
馬出東浜線

馬出東浜線

地
下
鉄
箱
崎
線

地
下
鉄
箱
崎
線

3

N

550
21

馬出
4丁目

馬出
バス停

馬
出
緑
地
公
園
内
に
ひ
っ
そ
り

と
立
つ
石
柱

停
留
所
跡
（
右
）
と
道
路
に
埋

ま
っ
た
西
鉄
の
社
章
（
左
）

九州大学病院九州大学病院

馬出九大病院前駅馬出九大病院前駅

箱崎宮箱崎宮
前駅前駅

停留所跡

馬
出
に
残
る
「
福
岡
市
内
線
」
跡

馬出緑地
田
原
　
昭
子



「
歩
・
歩
・
歩
・
会
」

　
　
平
山
　
勲
（

）

　
以
後
、
松
崎
で
は
火
災
や

疫
病
が
し
ば
し
ば
起
こ
り
、

殺
さ
れ
た
役
人
の
た
た
り
で

は
な
い
か
と
い
う
う
わ
さ
が

広
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め

松
崎
に
、
被
害
者
三
人
の
鎮

魂
の
た
め
に
三
面
地
蔵
を
建

て
た
と
こ
ろ
、
火
事
の
発
生

や
疫
病
が
す
っ
か
り
治
ま
っ

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
松
崎
会
館
の
船
越
事
務
局

長
は
「
近
年
ま
で
、
地
域
で

は
、
慰
霊
の
た
め
の
地
蔵
祭

が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
松

崎
地
区
の
皆
さ
ん
の
優
し
さ

を
感
じ
ま
す
」
と
話
し
ま
し

た
。

　
近
く
ま
で
来
ら
れ
た
ら
、

三
面
地
蔵
に
立
ち
寄
っ
て
、

当
時
を
し
の
ん
で
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

歴史
歩・歩・歩
さ ん ぽ
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10

置
県
な
ど
の
中
央
集
権
的
な

政
府
の
改
革
と
、
大
干
ば
つ

や
米
価
暴
騰
が
重
な
り
ま
し

た
。
こ
の
た
め
、
政
府
に
不

満
を
持
つ
農
民
な
ど
約

万

人
が
立
ち
上
が
り
、
当
時
の

国
内
最
大
級
の
一
揆
と
な
り

ま
し
た
。

　
政
府
は
、
鎮
圧
の
た
め
、

軍
の
出
動
を
命
じ
ま
し
た
。

そ
の
頃
、
来
県
し
て
い
た
政

府
（
大
蔵
省
）
の
役
人
三
人

が
、
小
倉
か
ら
福
岡
に
向
か

う
中
、一
揆
集
団
に
捕
ま
り
、

多
々
良
川
河
畔
で
命
を
落
と

し
ま
し
た
。

　
松
崎
に
は
三
面
地
蔵
と

い
わ
れ
る
石
碑
が
あ
り
ま

す
。「
多
々
良
川
遭
難
者

追
悼
の
碑
」
＝
写
真
＝
の

通
称
で
、
明
治
初
期
の
筑

前
竹
槍
一
揆
で
犠
牲
と

な
っ
た
政
府
の
役
人
三
人

の
慰
霊
碑
で
す
。

　
筑
前
竹
槍
一
揆
は
、
旧

筑
前
国
（
現
在
の
福
岡
県

の
大
部
分
）
の
ほ
ぼ
全
域

で
起
き
た
暴
動
で
す
。
明

治
に
入
っ
て
以
降
、
廃
藩

大橋会館大橋会館

真
州
崎
大
橋

真
州
崎
大
橋

松崎松崎
バス停バス停

多々良川
多々良川

N

504

549
真州崎橋

松島

ココ（三面地蔵）

3
大
橋
大
橋

三面地蔵が刻まれた多々
良川遭難者追悼の碑

松
崎
の
三
面
地
蔵
と
筑
前
竹
槍
一
揆

　
平
山
　
勲

■
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リ
カ
に
対
し
て
使
用
を
一
時

的
に
提
供
し
た
も
の
で
し

た
。
そ
の
た
め
、
地
域
を
区

別
す
る
目
的
で
柵
や
フ
ェ
ン

ス
を
建
設
し
、
道
路
上
の
各

所
に
境
界
標
識
や
認
識
標
が

設
置
さ
れ
、
現
在
も
そ
の
一

部
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
表
示
内
容
は
設
置
者
・
設

置
年
・
場
所
な
ど
に
よ
っ
て

ま
ち
ま
ち
で
す
が
、「
日
本

国
」
と
示
さ
れ
た
も
の
は
日

本
の
領
域
に
設
置
さ
れ
、「
Ｕ

Ｓ
Ａ
」
と
示
さ
れ
た
も
の
は

ア
メ
リ
カ
軍
施
設
の
水
道
管

や
電
線
な
ど
の
埋
設
物
の
注

意
を
促
す
標
識
と
し
て
設
置

29
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
敷
地
は
全
て
返
還

さ
れ
、「
雁
の
巣
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」
や
「
国

立
海
の
中
道
海
浜
公
園
」
な

ど
と
し
て
市
民
に
開
放
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
西
戸
崎
の
商
店
街
で
は
平

成
（
２
０
１
７
）年
か
ら
、

志
賀
商
工
会
が
中
心
と
な
り

シ
ャ
ッ
タ
ー
ア
ー
ト
な
ど
に

よ
る
町
お
こ
し
を
行
っ
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
も
絵
を
楽
し

み
な
が
ら
、
当
時
の
ア
メ
リ

カ
を
感
じ
、
こ
の
標
識
を
探

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

20

　
西
戸
崎
地
区
の
約
８
割

の
区
域
は
、
昭
和

（
１

９
４
５
）
年
か
ら
昭
和
47

27

（
１
９
７
２
）
年
の

年

間
、
太
平
洋
戦
争
後
ア
メ

リ
カ
軍
の
施
設
「
キ
ャ
ン

プ
・
ハ
カ
タ
」
が
置
か
れ

て
い
ま
し
た
。
街
の
景
観

は
ま
る
で
ア
メ
リ
カ
そ
の

も
の
だ
っ
た
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
当
時
、
こ
の
施
設
や
区

域
は
、
日
本
政
府
が
ア
メ

N

JR西戸崎駅JR西戸崎駅

海の
中道

海の
中道JR海ノ中道駅JR海ノ中道駅

日本政府標　　USA標
線内側アメリカ軍使用地 59

日本政府標USA標

カカモ池モ池
光と風の広場光と風の広場 西

戸
崎
に
あ
っ
た
ア
メ
リ
カ
の
痕
跡

加
藤　

徳
生



東区歴史ガイドボランティア連絡会　歩・歩・歩(さんぽ)会

東区歴史ガイドボランティア連絡会(愛称：さんぽ会)は、
東区の歴史と文化を学びながら、地域の魅力を広く伝えて
いくことを目的として活動しています。

さんぽ会の詳細についてはホームページをご覧ください。
「東区歴史街道を行く」「東区歴史ガイドマップ」のPDFを
ダウンロードしていただけます。
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